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本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人

国
際
協
力
機
構
）
が
七
五
％
供
与
す
る
円
借
款
工
事
で

す
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
・
セ
ラ

ン
ゴ
ー
ル
州
の
生
活
・
工
業
用
水
を
確
保
す
る
た
め
、

隣
接
す
る
パ
ハ
ン
州
よ
り
日
量
一
八
九
万
立
方
㍍
の
導

水
能
力
を
持
つ
延
長
四
四
・
六
㌔
㍍
、
直
径
五
・
二
㍍
の

導
水
ト
ン
ネ
ル
を
、
清
水
建
設
・
西
松
建
設
・
Ｕ
Ｅ
Ｍ

Ｂ
・
Ｉ
Ｊ
Ｍ 

Ｊ
Ｖ
が
建
設
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
は
五
工
区
一
五
・
八
㌔
㍍
の
工
事
用
道
路
、
四

工
区
二
・
五
㌔
㍍
の
作
業
ト
ン
ネ
ル
、
導
水
ト
ン
ネ
ル

本
体
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
導
水
ト
ン
ネ
ル
本
体

は
、
四
四
・
六
㌔
㍍
の
ト
ン
ネ
ル
を
八
工
区
に
分
け
、
三

工
区
三
四
・
六
㌔
㍍
を
Ｔ
Ｂ
Ｍ
（T

unnel Boring 
M
achine

）
で
、
四
工
区
九
・
一
㌔
㍍
を
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ

（N
ew
 A
ustrian T

unneling M
ethod

）
で
、
一
工

区
〇
・
九
㌔
㍍
を
開
削
工
法
で
施
工
し
て
い
ま
す
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
は
、
総
人
口
二
、八
六
一
万
人
、
首
都
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
は
、
そ
の
う
ち
の
一
八
〇
万
人
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
国
の
体
制
は
一
三
州
と
三
連
邦
直

轄
領
か
ら
な
る
立
憲
君
主
制
国
家
で
、
九
州
の
州
王

（
ス
ル
タ
ン
、
首
長
）
が
輪
番
制
（
五
年
任
期
）
で
国
家

元
首
を
務
め
ま
す
。
公
用
語
は
マ
レ
ー
語
で
す
が
、
イ

ギ
リ
ス
の
植
民
地
時
代
の
公
用
語
で
あ
る
英
語
も
広
く

使
わ
れ
て
お
り
、
各
民
族
間
（
マ
レ
ー
系
﹇
約
六
五
％
﹈、

華
人
系
﹇
約
二
五
％
﹈、
イ
ン
ド
系
﹇
約
七
％
﹈）
の
共

通
語
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

工
事
着
手
に
際
し
て
初
め
て
赴
任
し
た
時
に
、
商
店

の
売
り
子
や
現
場
の
運
転
手
が
英
語
を
流
暢
に
あ
や
つ

り
、
工
事
事
務
所
の
マ
レ
ー
シ
ア
人
同
士
が
英
語
で
会

話
を
す
る
の
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
ク
ア
ラ
ル
ン
プ

ー
ル
の
市
街
地
は
近
代
的
な
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
び
、

治
安
も
東
南
ア
ジ
ア
の
中
で
極
め
て
良
好
で
す
。

　

二
〇
〇
九
年
六
月
に
着
工
以
来
、
工
事
用
道
路
の
建

設
、
坑
口
仮
設
準
備
を
行
い
、
同
年
十
二
月
に
は
作
業

ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
を
開
始
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
、
そ

れ
ら
の
準
備
工
事
の
順
調
な
滑
り
出
し
と
、
工
程
を
幾

分
上
回
る
作
業
ト
ン
ネ
ル
の
進
捗
に
よ
り
、
導
水
ト
ン

ネ
ル
の
本
坑
掘
削
を
二
〜
五
カ
月
前
倒
し
で
開
始
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
〇
一
二
年
一
月
末
現
在
、
本
坑
全
長
四
四
・
六
㌔

㍍
の
内
二
一
・
二
㌔
㍍
の
掘
削
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

出
来
高
は
四
九
％
（
予
定
四
六
％
）、
延
べ
労
働
時
間

五
一
七
万
時
間
、
ス
タ
ッ
フ
一
二
六
名
（
う
ち
日
本
人

職
員
二
一
名
）、
作
業
員
八
三
一
名
の
直
庸
体
制
で
施

工
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
質
は
花
崗
岩
が
主
体
で
あ
る
た
め
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
施

工
の
油
圧
削
岩
機
に
高
性
能
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
を
採
用
し
、
二
〇
一
〇
年
八
月
、
導
水
ト
ン
ネ
ル
本

体
工
事
に
お
い
て
日
本
で
の
発
破
工
法
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
最

大
記
録
を
更
新
す
る
月
進
二
八
三
㍍
を
記
録
し
ま
し
た
。

二
〇
一
一
年
末
に
は
、
直
上
土
被
り
一
一
㍍
で
河
川
の

横
断
と
い
う
難
工
事
が
予
想
さ
れ
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
第
三
工

区
の
貫
通
を
、
無
事
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｂ
Ｍ
は
硬
岩
地
山
対
応
な
ら
び
に
高
速
掘
進
を
考

慮
し
、
通
常
の
Ｔ
Ｂ
Ｍ
と
比
べ
三
〇
％
増
の
推
進
力
を

備
え
た
マ
シ
ン
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｂ
Ｍ
第
一
工

区
で
は
、最
大
毎
分
一
〇
㌧
の
突
発
湧
水
、Ｔ
Ｂ
Ｍ
第
二

工
区
で
は
不
良
地
山
の
出
現
で
、
現
時
点
で
の
平
均
月

進
は
四
三
〇
㍍
に
留
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
二
〇
一
一

年
六
月
に
は
Ｔ
Ｂ
Ｍ
第
三
工
区
で
月
進
六
五
七
㍍
を
記

録
し
ま
し
た
。
今
後
三
本
の
Ｔ
Ｂ
Ｍ
が
掘
進
の
最
盛
期

を
迎
え
、
今
年
の
半
ば
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
Ｔ
Ｂ
Ｍ

第
一
、二
工
区
で
土
被
り
一
、二
〇
〇
㍍
と
日
本
で
も
稀

有
な
深
さ
の
地
山
の
掘
進
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

　

工
事
が
最
盛
期
を
迎
え
る
中
、
日
々
の
朝
礼
の
際
に
、

私
が
マ
レ
ー
シ
ア
語
交
じ
り
の
英
語
で
挨
拶
を
す
る
と
、

全
作
業
員
た
ち
が
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
、
ま
た
現

場
パ
ト
ロ
ー
ル
の
際
に
は
、
気
持
ち
の
い
い
挨
拶
を
必

ず
返
し
て
く
れ
ま
す
。
彼
ら
が
我
々
ス
タ
ッ
フ
と
一
丸

と
な
っ
て
、
Ｔ
Ｂ
Ｍ
最
大
月
進
一
、〇
〇
〇
㍍
の
目
標

達
成
に
向
け
努
力
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
、
何
よ
り

嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

本
導
水
ト
ン
ネ
ル
完
成
の
暁
に
は
、
首
都
ク
ア
ラ
ル

ン
プ
ー
ル
の
人
々
の
生
活
・
工
業
用
水
の
不
足
解
消
に

向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
大
き
く
前
進
す
る
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
四
年
の
竣
工
ま
で
、
現
場
で

活
躍
し
て
く
れ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
作
業
員
合
わ

せ
て
一
三
カ
国
約
一
、〇
〇
〇
名
の
仲
間
と
一
体
と
な

っ
て
、
無
事
故
で
「
も
の
づ
く
り
」
の
醍
醐
味
を
味
わ

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

マ
レ
ー
シ
ア

工
事
の
現
状

世界で活躍する
日本の建設企業

上／ＮＡＴＭ第３工区で、発破工法ＮＡＴＭの最大月
進・日本記録を更新
右上／ＴＢＭ第３工区のＴＢＭ発信準備状況
右下／ＴＢＭ第１工区の坑内状況。毎分20tの排水能力
を持つ排水設備を備えている

世界で活躍する日本の建設企業 マレーシア

Malaysia

上／首都クアラルンプール市街地の夜景
下／パハンセランゴール導水トンネル概念図

お
わ
り
に


